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孫たち（続き）
4．3　D氏
【生活史、家族構成、農業経営】
　D 氏の父はエソ夫人の兄で、勇雄の娘と 1958
年に結婚して外山開拓に従事したのち、勇雄家族
とともに 42 歳でイグアスへ移住した人物である。
ちなみに、エソ夫人もそうであるが D 氏母（勇
雄娘）も当初南米行きには反対であった。しかし
そうしたなかで夫の D 氏父が「［勇雄さんが南米
へ］69 歳になっていくというのは何かがあるに
違いない。自分は［勇雄に］ついていきたい。そ
れに［勇雄さんが］一人ぼっちになるとかわいそ
うだ」といったので移住に従ったという（D 氏母
談）。D 氏父はパラグアイでは特に公職はつかな
かったものの勇雄のあつい信頼をうけており、大
工仕事の得意な人物であった。
　勇雄の外孫となる D 氏は 1964 年に外山で生ま
れている。1968 年にパラグアイへ渡り、その後
妹がパラグアイで生まれている。働きながら経理
の勉強をしていた D 氏は、岩手県費による岩手
への留学をしたのち、エステ大学サンタリタ分
校の夜学に進学して経営学（組合経済論）を学ん
だ。しかし、在学中に農協の組合長になったこと
から多忙となり、大学は中退している。このよう
に、若いころからリーダーと目されてきた人物で
あり、2010 年のイグアス市長選でも周囲から出
馬を取りざたされたほどである。もっとも、周囲
の期待は高いものの、10 年ほど前には、農協副
組合長との路線の対立と周囲からの批判により組
合長を辞任してもいる。これは別言すれば、D 氏
の理念・ビジョンは後述するようにある意味“強
烈”であるため、敵対する人も多いということで
ある。農協を離れた後は政治の世界に力点を置く
ようになり、2006 年の 1 年間と 2010 年から現在
までイグアス日本人会の会長を勤めている（会長
の任期は 1 年（写真 13））25）。
　2011 年で 47 歳となる D 氏の家族構成は、父と
母（イグアス婦人会長を経験）、妻（現イグアス
婦人会副会長）、長男（東京農大を卒業後パラグ
アイへ帰国して家の農業を手伝う）、長女（エス
テのカトリック大学に在学中）である。
　D 家は現在 340 ha ほどの農地を所有し、C 氏
から 100 ha ほど、G 氏から 50 ha ほどを借りて
いる。人夫は 15 人ほど使用しており、固定給 +
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写真 13 イグアス入植 50 周年記念祭で A氏を
表彰するD氏
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能力給で雇う。親子での人夫もいる。D 氏は人夫
との関係について「1 世の人は下層の人としかつ
きあわなかった。だから1世は、“現地人は泥棒だ”
とみなすようなつきあいしかできなかった。しか
し今は大学にいっている現地人もいる。信頼でき
る人も多く友だちづきあいも可能だ」と述べる。
　農地では大豆等を作付けしている。そのほか養
蜂もおこなっている。ただし出荷するほどの規模
ではない。青年海外協力隊員がイグアス周辺で進
めているプロジェクトに養蜂があるのだが、D 氏
によるとイグアスでは通年で花が咲いているわけ
でもなく、また蜜がない花も多く、くわえて養蜂
に利用するアフリカミツバチは獰猛のうえあまり
採蜜をせず年 1 回しか収穫できないというよう
に、養蜂の条件はいいとはいえない。
【久保田組合長からの薫陶】
　イグアス市長候補に取りざたされるようになっ
たほどの、D 氏のリーダーとしての素質を開花さ
せた人物は何人かいるが26）、地域経営の面で大き
な影響を与えたのは前々稿（1）で述べたイグア
ス農協組合長の久保田氏である。彼が D 氏の素
質に目を留め、自分の部下として農協で育てたの
であった。久保田氏はイグアス農協の進路を製粉
加工へと進めた人物の一人であるが、彼は単に工
場をつくるだけではなく「次のステップ」のこと
を考えさせ、具体的には「製粉の次はそれで何を
作るか」ということを、つまり、現実的かつ中長
期的なビジョンを持つことを D 氏にたたき込ん
だのである。こうした久保田氏からの薫陶が、現
在のD氏の理念・ビジョンを、先見的で、一種“強
烈”なものにしている。
　D 氏いわく、久保田組合長のもとで働いていた
10 数年前は、「俺は久保田さんの立場に［先見的
すぎて］ついていけない」と思っていたという。
しかし今は逆に D 氏自身が周囲から「D の考え
は［先見的すぎて］分からない」といわれること
がある。具体的にどういう先見性なのかは以下述
べていくとして、D 氏の理念・ビジョンを先取り
していえば、一族だけあるいは日系社会だけの発
展を考えるのではなく現地社会全体の発展をも考
え、そのためには日系人のみならず現地人の人材
育成と経営基盤の確立にも力を注ぐというもので
ある。これは、現地人を信頼しない傾向の強い 1
世からすれば先見的である。
　しかし、その先見性が周囲との軋轢も生んでし
まうことになり、それが農協組合長を辞任する一
因にもなっている。そのためか、D氏はB氏同様、
現在の農協経営についてはかなり批判的である。
D 氏は「製粉工場はあちこちにあるが、小麦粉が
足りない。それに人件費もかかる。……製粉の次
に何を作るかを考えないといけないのに、しかし、
［久保田氏が提起した］13 年前の段階で［構想が］
ストップしてしまっている」と述べる。前々稿（1）
でも述べたように、現在イグアス農協はサイロと
製粉工場の増設を検討している。それ自体には D
氏は賛意を示しつつも、販売先や償還の予定等の
具体的な計画が不明瞭であり、現在の農協幹部が
満足な回答を「誰も答えられない」ことに危機感
を覚えている。計画および成果の予測が甘い点を
指摘し、そうした点に配慮できる経営感覚にすぐ
れた人材の不足を嘆くのである。こうした農協批
判の点にも彼の理念・ビジョンが読み取れよう。
【地域活動への取り組み――日本人会会長として】
　さて、活動の力点を日本人会に移した D 氏は、
まず治安の維持の強化に取り組むことになる。こ
のために、前々稿（1）で述べたように警察協力
委員会による警察等への寄付その他をおこなって
いる。しかしD氏は、より根本的には地域住民（特
に移住者と原住民との）経済格差の解消が必要で
あると考えている。
　経済格差解消のために D 氏は、B 氏のところ
でも述べた「地域振興協会」の活動に、日本人会
として参画することにしたのである（D 氏は現在
協会の会長）。当初この協会は農民のみの集まり
であり、経営指導をするには不十分な組織であっ
た。そのため、現地の小農が良質の野菜を作って
も、流通・販売の過程で問題があって、十分な利
益がえられず経営向上には結びついていない状況
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にあった。そこに日本人会がかかわり、状況改善
のために資本と人材（流通に関するアドバイザー）
の導入が必要だと指摘したのである。D 氏の構想
は、原住民の小規模コミュニティを組合組織にま
で引っ張りあげ、そこに日系農協が支援をしてい
くというものである。そのために、日本人会から
2 人を地域振興協会の委員（環境保護委員）とし
て当てることにした（B 氏もその委員の 1 人であ
る）。このようにして、協会は移住地周辺の小農
の経営・生活を支援し、経済格差を解消しようと
している。その延長に「南東部小規模農協強化計
画」、たとえばタバプのマテ茶加工の取り組みな
どがあるといえよう。D 氏は「加工による付加価
値をつけられるかどうかで今後の 10-20 年が決ま
る」と述べる27）（ただしこの「南東部小規模農協
強化計画」は日系農協・JICA が中心となってい
るので日本人会としては直接関与していない）28）。
　ここで地域振興協会の活動をやや詳細に述べて
おこう。イグアス近隣にノエバエスペランサとサ
ントドミンゴという町がある。そこには JICA の
協力隊員も入っており（ノエバエスペランサは養
蜂と植林の支援、サントドミンゴは植林とパン工
場の支援）、協会も継続的に支援をおこなってき
た。まずノエバエスペランサであるが、ここに協
会は 20 年弱ほどの長い期間支援にかかわってき
た。この町では仲買人が農産物を安く購入し農薬
を高く売りつけるという状況が続いていたため、
協会が、日本人が使用する農薬を共同で安価に購
入させたのである。しかし、その結果はそこでの
農産物である綿の価格が下がるだけであった。そ
こで次にマンジョカ（＝キャッサバ）栽培を奨励・
援助したのであるが、これは土地の土壌と合わず
に撤退することとなる。その次にオイスカ29）と
の協力で「牛一頭運動」（＝子牛が産まれたら隣
に分けてあげ牛を増やしていくという運動）に取
り組み 20 頭近くにまで増やすことができたが、
原住民に牛の管理技術が徹底していなかったため
死亡させてしまったり、生活に困って途中で売っ
てしまったりしたため、協会が思っていたほどの
成果には至らなかった。とはいえ、現在ノエバエ
スペランサには酪農グループが残っており、週一
回日系人のヨーグルト工場へ牛乳を販売してい
る（もっとも当初は 1200 リットルのタンクを週
3 回満たす計画であったが、現時点では週 1 回し
か満たせていない）。こうした試行錯誤を経て 3
年ほど前に、協会はこの地域の問題の本質が水に
あることに気がついたという。協会では井戸を掘
る支援に取り組んでいるが、場所によっては地下
300 m まで掘っても水が出ないところもあって、
良質の水の確保で難儀しているのが現状である。
　もう一方の町サントドミンゴは野菜生産の地域
である。ここでは農産物生産は良好であるものの
販売が問題であり、くわえて土壌管理にも課題が
あった。そこで協会では流通面での指導にくわえ、
不耕起栽培をアドバイスした。「不耕起栽培研究
会」をつくって緑肥をすすめ、また、トラクター
を所持している人は全国人口の 1％ ほどであるこ
とから手作業と小規模な器具・機械での栽培をす
すめる方向で支援をおこなっている。
　こうした活動のほか、ここでは詳述しないが将
来の高齢化にそなえて福祉施設の建設をも日本人
会の活動にしていくことを D 氏は計画している。
この計画には C 氏もかかわっており、前稿（2）
で述べた C 氏の介護従事者育成プログラム案と
も連携すると思われる。
【D氏の理念・ビジョン】
　こうした地域活動をおこなっていくなかで、
D 氏が力説するのは人材育成である。D 氏は「農
協組合長と日本人会会長になってみて、どれだけ
人材が不足しているかに気がついた」と述べる。
ではその人材の内実とは何か。一つは経営感覚で
ある。この点は農協批判の箇所でもみたような内
容である。もう一つは、広く地域社会のことを考
えるリーダーシップである。D 氏はブラジルの日
系人社会について、一部の経営のみが数万 ha の
大規模で成功し残りが下層に位置しているのでは
ないか、そうした自己利益しか考えない単なるエ
ゴイストのみの社会でいいのか、との危惧を表明
する。パラグアイの日系人社会でも大規模経営の
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成功者は出ているが、全体がしっかりした生活を
送れる移住地になるためにはもっと多くの人々が
リーダーシップを発揮しなければならないと考え
るのである。
　後者の、地域社会のことを考える人材形成とい
う点を敷衍しよう。D 氏は、悪化する治安状況か
らの日系人の保護を重視している。D 氏いわく
「［人材育成といっても］一人一人を育てるだけで
いいのか?　一人一人は立派に育つだろう。だが、
外部から守らねばならない。外部とは、［パラグ
アイ］政府であり、土地なし農民である」。すな
わち、地域社会のことを考えるとは、政府・（土
地なしの）原住民からの治安維持（= 良好な関係
の維持）30）であり、そのための経済格差解消なの
である。人材育成と治安維持と地域経営が、D 氏
の理念においてこのように相互に関連しあってい
る。
　こうした姿勢にくわえて、D 氏は、「日本人と
しての誇りを持つには日本語教育の重要性をア
ピールしなければならない」とも述べる。「ラ・
コルメナ移住地では日常会話が現地語（= スペイ
ン語・グアラニー語）になりつつある。しかし
自分たちもそれでいいのだろうか ?　そうではな
い。日本人としてのアイデンティティを持ちた
い。むろん日本語オンリーではないが、日本語を
中心としたバイリンガルにしたい。移住地の子ど
もには 3-4 か国語を普通に話せる社会人になって
ほしい」。そうした意向の一環として、小学校で
の日本語教育には力を入れ、毎日の朝礼には国旗
掲揚・国歌斉唱をおこなっている（写真 14）。
　政府・原住民との緊張関係を自覚し日系人とそ
の社会を教育の面からも守ろうとする姿勢は、そ
れだけをみると偏狭なものにみえてしまうかもし
れない。しかし、D 氏の力点は移住地に生きる日
系人としてのアイデンティティの重視にあるのだ
と考えねばならない。既述してきたような、日系
人と現地人夫との関係についての認識、原住民と
の格差を解消しようという姿勢、くわえて、D 氏
自身グアラニー語が不自由なく使えてグアラニー
の友人が多いという事実からしても、偏狭なもの
とはいえないことがわかる。
　このように D 氏の理念・ビジョンは、人材育
成に力をいれつつも、個人や一族あるいは日系社
会のみの発展を志向するのではなく、逆にそのた
めにこそ現地社会全体の発展に力を注ごうとし、
同時に日系社会のアイデンティティを重視しよう
とするものだといえる。
4．4　G氏
　もう一名、第 3 世代の人物として勇雄長子子息
の G 氏をあげる。
　前々稿（1）で述べたように、勇雄の幼い子ど
も C 氏 H 氏と同年代であることから、矢巾中学
校 1 年生の時両親と分かれてパラグアイに移住し
た。移住の際、親と離れるといった悲壮感はなかっ
た。それというのも当時いつも C 氏や H 氏と遊
んでいたからである。ただ、ホームシックには
なった。移住後は勇雄一家の一員となる。家には
本がたくさんあったので、寝ころがっていろいろ
と読んでいた。またエソ夫人の料理はとてもおい
しかったためよく食べたので、こちらにきて背が
伸びた。当時勇雄家では人夫を 2-3 人は使ってお
り彼らと一緒に仕事をした。午前中はスペイン語
の学校にいき、それ以外は仕事の手伝いや、魚釣
りをしたりカウボーイのまねごとのようなことを
したりして過ごしていた。入植して 7 年目、G 氏写真 14　イグアス日本語学校での授業風景
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が 20 歳のころに勇雄が死去する。そこで 23 歳の
時に一度日本に戻り、岩手県立農業大学校で畜産
の勉強を 2 年ほどすることになる。その後パラグ
アイへ戻り、家の農業を手伝う。しばらくして C
氏の勧めもあり C 氏が通ったのと同じアルゼン
チンの学校にスペイン語の勉強にいってもいる。
その学校の青年たちも伊藤農場の手伝いに来たこ
とがある。このようにパラグアイ・アルゼンチン
間を何度も行き来していたが、その後日本へ 10
年ほど出稼ぎ（自動車工場）にいくことになる。
その当時、パラグアイ人の女性と結婚した。出稼
ぎ中は妻の兄弟が家に来て留守番などをしてくれ
ていた。しかし、日本で生活するのは大変である
と感じ、10 年ほど前に出稼ぎをやめて、農業の
みで生活するようになる。
　G 氏は 2011 年で 57 歳。同居している家族はパ
ラグアイ人妻（49 歳）、長男（20 歳）、長女（12 歳）、
次女（7 歳）、次男（6 歳）。長男は A 氏が人夫と
して雇っており、また大学にも通って法律の勉強
をしている。それ以外に妻の前夫との娘が3人（大
学 1 年、高校 3 年、高校 2 年）いて、アスンシオ
ンの農大会館でエソ夫人と一緒に住んでおり、夫
人の面倒をみながら学校に通っている。妻と子ど
もたちは日本語は話せない（小学校にはいくが日
本語学校にはいっていない）ため、日常会話はグ
アラニー語が中心である。
　G 氏は現在畑を 55 ha ほど貸しておりその地代
で生活している。ただ、息子が農業をやろうとし
ているのでいずれ土地を返してもらう予定であ
る。その他に自家用畑が若干ある。畑の地質はい
いので時々牛糞をいれるくらいで作物が育つ。く
わえて、乳牛を 45 頭、ニワトリを 100 羽ほど飼
養しており、牛乳はイグアスのチーズ工場へ週に
一度販売している。5年前までは手絞りだったが、
その後ミルカーを利用するようになった。搾乳は
妻と娘の仕事である。ここでは「牛が貯金のよう
なものだ」と G 氏はいう。現在の G 氏の仕事は
牛を放牧するくらいである。お昼から 4 時ごろま
では自由にやりたいことをして過ごしている。そ
の生活は、他の親族いわく「仙人のような“世捨
て人”的生活」である（写真 15）。
　勇雄から教えられたことは「皆な働いて、生活
は皆な同じであれ」ということだと G 氏は述懐
する。「勇雄は楽園を作りたいという夢をもってい
た。そうした夢や信仰を自分も持って暮らしてい
きたい。勇雄はお金にこだわらない人だった31）。
……自分も儲けることはできない。食っていけれ
ばいい。普通のパラグアイ人は皆そうだ。……
ちょっとお金が入れば無くなるまでのんびりして
いる」。こう述べる G 氏は自家用車は採算が合わ
ないので持っていない（妻の家では牛車を使って
いる）。今後は、せめて自分が勇雄の墓守をして
いかねばと考えている。
　G 氏は、勇雄の思想における、自然に寄り添う
平等な生活志向の側面を受け継いだ人物だといえ
るだろう。
5 親族以外のキーパーソン
　以下述べる人物は親族ではないが、伊藤一族を
考察するにあたって重要となる人物であるため、
ここに付記したい。
5．1　E氏
【経営概況など】
　E 氏は 38 歳、現在イグアス農協組合長を務め
ている。妻はブラジル人で 8 歳と 5 歳の男の子が
いる。生まれも育ちもイグアスであり日本に研修
に来たことはないが日本語に不自由はない。父
と 2 人で大豆を 650 ha 経営している（うち借地
写真 15　G家の住居
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200 ha。地代は 250-300 ドル/ha）。そこにトウモ
ロコシ、小麦、緑肥、燕麦をローテーションで栽
培している。出荷先は農協である。牛の飼養はな
いが将来は検討したいと述べる。このように現在
の経営の基本は大豆作であるが、大豆に偏重して
いるので不作であると大変なことになる。今後は
複合経営も考えている。人夫は4人使用しており、
使用機械はトラクター 4 台（80-120ps）、播種機
3 台、消毒機 1 台、コンバイン 2 台である。現在
の状況であればあと 200 ha くらいは経営できる
と考えている。現在、農業上でもっとも心配なこ
とは土地がやせていくことである。対策として輪
作と石灰散布、および EM 菌に類似したものの
利用をおこなっている。
【農協の問題】
　農協の問題としては、組合内の人間関係の厳し
さであり、端的にいえば組合員をまとめるのが大
変だと E 氏は述べる。イグアスでも多様な業者
が参入してきており、大豆出荷に際しても組合へ
ではなく業者への個人出荷も出てきている。E 氏
は「組合員が組合を信頼してもらわないと困るん
だ」と話す。また、借金の問題などにより農協か
ら離れる者がでてくることも懸念している。E 氏
は若い組合長であるが、B 氏や C 氏のような積
極的に拡大しようという姿勢と比較すると、堅実
な方針をとろうとしていることが分かる。また組
合内の人間関係の調整や組合員離れ、資金回収と
いった問題に対して苦慮していることがうかがえ
る。大豆の好調を中心とするものの、それのみで
は展望が危ういことも自覚しており、複合経営を
イグアス農協の方向性として模索している。
5．2　F氏
【生活史・事業の経緯など】
　4 人兄弟の長男である F 氏は 2011 年で 34 歳と
若いが、多くの事業にかかわってきた人物である。
まず 15 歳前後（1994-95 年）にはスイスへ 3ヶ月
ほどチーズ加工の研修にいった。これは当時牧場
経営をしていた父から、乳牛部門のチーズの品質
を改良してほしいといわれたためである。この研
修の際にはヨーロッパ各地を視察している。やが
て 17 歳のときに岩手県費研修で来日する。この
際は小岩井乳業で研修をおこない、やはりチーズ
部門を担当した。ここで妻（山形村出身）と出会っ
て結婚している。こうした経緯のため、F 氏は高
校は 6 年かかっての卒業となっている（イグアス
およびイグアス近辺の高校を卒業）。さて、その頃、
父のかかわっていた乳製品会社が分裂してしまっ
てチーズをつくることができなくなった。そこで
F 氏は高校卒業後、チーズとは関係のない仕事を
はじめて成功し、アイスクリーム屋やディスコな
ど最大で 18 店舗を経営する青年実業家となった
のである。商売は成功であった。しかし、経営主
としては大変な超過労働であった。そのため、妻
からは仕事をやめてほしいといわれ、それを契機
に「きっぱりやめる」のである。
　その後（4-5 年前）、来日して岩手で 1 年間ほ
ど中古車の輸出入関係の仕事に従事した。その後
にパラグアイへ戻り、再度起業を試みる。現在ま
でにイグアスにレストランを 1 店舗開店した。こ
れは自家の畜産をベースにした多角経営の一環で
ある。
【畜産等について】
　ここで F 家の畜産をみてみたい。現在、肉牛
（肥育牛）として 500-600 頭飼養している。いず
れ購入して 800 頭くらいに増やす予定である。出
荷は秋から春までであり、春から夏には休ませて、
夏に子牛を仕入れる。また、出荷前 3ヶ月間は肥
育する（= フィードロット）。購入する子牛は生
後 7-9ヶ月の物である。それを約 1 年間（12-15ヶ
月）で出荷する。これ以上の日数をかけると赤字
になる。いい品種なら 10ヶ月で出荷する。品種
はアンガスとヘレフォードで、素牛はコブウシ（ゼ
ブー）をかけあわせたものである。なお牛舎に屋
根はない。
　乳牛はこれから 60 頭くらいを購入予定である。
乳牛の利益はそれほどないのだが、毎日の収入が
あるのがありがたいと述べている。F 氏は屠殺場
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も運営しており、それからも一定の収入がある。
これらをあわせて日々の諸々の費用にあてたいと
考えている（肥育牛の収入は半期に一度くらいの
ものなので）。
　F 家の牧草地は 250-260 ha ほどである。年間
2 頭/ha の計算で放牧している。現在試みている
のが、大豆と牧草地のローテーションにより年間
7-8 頭/ha 放牧できるようにする方法である。研
究所（CETAPAR）のデータでは 1 ha あたり 15
頭ほどまで投入可能となっており、この点は F
氏のみならず B 氏も興味をもちその技術の進展
に期待をかけている。なお、F 氏も B 氏同様イ
グアス肉牛部会に参加し相互に切磋琢磨している
間柄である。
　F 家は人夫として、カウボーイ 4 人、作業員 2
人、機械整備に1人、屠殺に2人を使用している。
うち 3 人はグアラニー人で残りはブラジル人、ド
イツ人である。その他、大工仕事などには歩合制
で人夫を雇っている（年間 10 人ほど）。F 家では
ほぼ 1 年中何らかの建築物を造っている（調査時
点では牛舎を建築中）。こうした人夫の人件費は、
F 家の全収入のうち 5 割ほども占める。
　これら F 家の経営において、F 氏は主導的な
位置を占めているが、F 氏は経営において明確に
親世代との違いを意識している。「親の世代はジャ
ングルを倒す仕事に牛を入れていた。とにかく伐
根して土地を広げることが大事だった。しかし今
は広げること、伐根をする時代ではない。自然保
護団体にたたかれる……土地の 25% は山林でな
ければなけない。そうでない場合には［土地の］5%
を追加植林するのだが、その木も［成長の早い］
ユーカリではだめで、原生林になるような品種で
なければならない。……こうした点をも計算して
現在の経営方針を決めた」と F 氏は述べている。
また、畜産でもフィードロットを採用することで
以前とは「1 kg の肉を作るコストが全く違う」
ことをも強調する。つまり、親の世代のような環
境破壊につながりかねない開墾・粗放的農業では
なく、大豆や畜産との連携により地力を維持して
いくと同時に、コスト計算には常に気を配り限ら
れた労力・土地で収益を向上させる方向にあると
いえる。おそらくこの延長上に、「いずれチーズ
の技術は使う時が来る」と述べるように、F 氏が
勉強したチーズ加工も生かされてくるのであろう。
【F氏の経営観・地域観】
　このように、F 氏は、経営の基盤に農業を置き
つつも、（小経営の）農民というより青年実業家
という方が妥当とも思われる。F 氏自身自分を称
して「農家ではなく経営者である」と述べている。
さらに、F 氏は専門ごとの分業を重視し、経理や
法務関係の困難なところは一人でやらずに弁護士
や会計士などを雇えばよいとし、「［そうした］専
門の勉強をする時間がもったいない。その時間を
つかって経営の方法を学びたい」とする。ここに
は、自らの労働により原野を開墾し理想郷をつく
ろうといった勇雄にみられる 1 世の意向はみあた
らない。そこにみられるのは、B 氏のところで述
べたような、高度に分化した職業のなかで経営・
管理労働に特化し、収益を拡大していこうとの意
向である。
　それでは F 氏は、イグアス移住地あるいはパ
ラグアイの将来についてはどのように考えている
のだろうか。F 氏いわく、「工場をつくる第一の
問題は技術。そのためには人的資源が重要だ。
……高校が終わったら自動的に就職できるような
仕組みをつくらなければならない。企業のなかで
の教育も必要になる」として、人材育成を重視す
る。また、移住地を発展させるためには「資本が
なければ何もできない。外資をいれるしかない」
が、そうして導入した産業を「パラグアイは 30
年で飲み込むはず」だと楽観的に考えている。そ
の背景には「日本はパラグアイの将来であり、見
本だ」との想い、つまりパラグアイも日本のよう
に追いつくはずだとの F 氏の想いが存している。
　このように、経営については B 氏、移住地の
将来像については D 氏と通底する志向を F 氏は
もっている。それは F 氏が両者の影響をうけて
いるからでもあろう（たとえば、F 氏もイグアス
の EXPO を 14 年前に D 氏とともに開始した人
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物である）。そうした影響にくわえて、当然なが
ら F 氏のこれまでの起業等の経験が影響しても
いよう。
6 暫定的なまとめ
　以上述べてきたパラグアイにおける伊藤勇雄の
家族・親族の概況をみるとき、どのようなことが
分かるであろうか。
　まず、現在の農業経営をみると、多くの人夫に
支えられており純粋な家族経営とはいいがたい。
経営主は管理労働に特化しつつあり資本主義的経
営に移行しつつあるといえよう。それゆえ、実業
家、起業家という印象が強い。この背景にはパラ
グアイ社会の好景気（インフレ、地価上昇）といっ
た条件もあろう。もっとも、一部にはそういう道
ではなく小規模自給的な農業を選択する人もいる
（また、一族のなかにはいないが、移住者のなか
には経営が芳しくなく移住地を去っていった者も
多い）。
　とはいえ、こうした安定した経営は、大豆の不
耕起栽培成功以後の話である。それ以前の農業経
営には相当な苦労があり、そのことが第 2 世代
までの経営志向・勤労観の根本に影響している。
そのため、経営観のみならず原住民との関係性に
ついても、世代間の差異・軋轢は強い。そうした
世代間葛藤の状況をみるとき、一族の結びつき
は―確かに強いし、お互いに土地の貸し借りや
将来構想の面で協力しあってはいるものの―必
ずしも一枚岩とはいいかねることがうかがえる。
　しかし、そのような世代間葛藤を孕みつつも、
伊藤一族は狭い自己利益のみでなく地域の全体的
発展を考えているのが特徴であるといえよう。そ
れは、不安定なパラグアイの社会情勢のなかでの
長期的な戦略によるものと考えられる。日本人・
日系人としてのアイデンティティを確保しながら
公益・共存を図り、政治の世界にも積極的にかか
わっていこうとする姿勢に、第 3 世代以後の新し
い性格がみられるといってよい。しかし、それは
勇雄の理念が直接的に影響したものではない。第
3 世代以後の活動を先行世代と対比する際に、勇
雄は新たに発見され参照されているのだといって
よいだろう。
【付記】
　本稿は「パラグアイにおける伊藤勇雄一族（2）」
の続きである。当初、相田の優れたドキュメンタ
リー番組に対する取材対象者からの感想をもとに
調査手法についての検討をも試みる予定であった
が割愛する。本稿では、ある調査対象者の「［相
田氏の］顔もみたくない」という言葉と、C 氏に
よる“10 年ごとの番組を作るとなると、それに
あわせて我々がイベントをするといった感じに
なってしまった。そうしたことが望ましくないと
思って相田さんは取材をやめたのかもしれない”
という趣旨の述懐を付記するにとどめておく。
【注】
25） 2011 年 8 月 22 日に挙行されたイグアス入植 50 周年
記念式典も、D 氏が中心人物として登場し、日本人会
会長として献花と挨拶をおこなっている。
 　なおこの記念式典はイグアス移住地にあるホールで
行われ、300 人強の出席者であった。日系人、在パ大
使、JICA 事務所長、日本人仏教関係者にくわえて、
非日系人としては現地の市長、警察関係者、外国人神
父などが臨席した。
26） D氏は、自己の思想の形成に影響を与えた人物として、
久保田氏のほかに、アスンシオン三育学院の教師（宣
教師）であった故栄田祐司氏をあげている。栄田氏は
C 氏にも強い影響を与えた人物である。
27） 加工についての D 氏の重視は、日系社会の将来につ
いての文脈でも述べられている。「これ以上、土地は
広げられない。あとは技術で生産性を上げるか、生産
物に付加価値をつける工夫をして、みんなが生活でき
る事業を育てていくことが次の目標です。仕事がない
と若者がデカセギに行ってしまう」（『ニッケイ新聞』
2011 年 9 月 14 日）。
28） こういう状況であるがゆえ、イグアス農協への D 氏
の期待は一層強まっている。その反発として不満感が
強く表明されているのだといえよう。
29） オイスカ（OISCA）とは新宗教をもとに設立された
公益財団法人で、主にアジア・太平洋地域で農村開発
や環境保全活動を展開している。
30） 日系人と原住民との関係性が良好ではない近年の一例
として、D 氏は、3 年前の日本人排斥のデモと、イグ
アス入植 50 周年の歴史をパラグアイ人が執筆した書
籍の記述をあげている。その書籍には、日本人移民が
人夫を安くこきつかっている、不法入国のブラジル人
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をも雇用している、何か問題が起こるたびに金銭で解
決しようとしている等の、「ものすごく悪」い否定的
評価が記述されている。この記述についてD氏は、「著
者を知っているが、偏狭な考えの人であり、事実認識
としても誤っている。日本人は［原住民と比べて］勤
勉なために当然格差が生じる」のだと批判する。しか
し、こうした印象が特に近年広がっているのは確かで
あり、D 氏は「［日系社会が］地域に貢献しているこ
とを地域の人が理解してくれるようにならねば」との
危機感を表明している。
31） しかし、勇雄自身は、値上がりを見越しての外山での
土地確保など、投資については綿密に考えていたと思
われる。パラグアイ入植前のインド旅行の費用なども
そうした算段により捻出している。
写真 16　勇雄旧居に保管されていたイグアス移住地造成入植計画図
（財団法人日本海外協会連合会、1963、『パラグァイ国イグアス移住地自営開拓移住者募集要領』所収）
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